
第 5回 終末期医療のあり方に関する懇談会

議 事

1。 開会

2.議題

(1)委員からの発表

・川島 孝́―郎 委員 (仙台往診クリニック院長)

・木村  厚  委員 (社団:法人全日本病院協会常任理事)

(2)終末期医療に関する調査等懇談会報告書骨子 (案)について

(3)その他

3.閉会

【配布資料】

委員及び参考人名簿

座席表

資料 1-1、 1-2・ ロロ川島委員提出資料

資料 2-1、 2-2・ ロロ木村委員提出資料

資料 3・ ロロロ・ ロロ0・ 終末期医療に関する調査等懇談会報告書骨子 (案 )

参考 口D● 0ロ ロ●00日 終末期医療の決定プロセスに関するガイ ドライン
ー        本編 D解説編
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第5回終末期医療のあり方に関する懇談会 委員及び参考人名簿

※ ○

※ 座長
◎「終末期医療に関する調査」結果を解析するためのワーキングチーム委員長
0「終末期医療に関する調査』結果を解析するためのワーキングチーム
☆ 参考人

池 上 直 己  慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教室教授

伊 藤 た て お  日本難病・疾病団体協議会代表

大 熊 由 紀 子  国際医療福祉大学大学院教授

川 島 孝 ― 郎  仙台往診クリニック院長

木  村  厚  社団法人全日本病院協会常任理事

近 藤  博 子  財団法人がんの子供を守る会理事

櫻 井 紀 子  社団法人全国老人福祉施設協議会

田 村 里 子  医療法人東札幌病院MSW課長

池 主 憲 夫  社団法人日本歯科医師会常務理事

中  川  翼  医療法人渓仁会定山渓病院院長

中 山 康 子  NPO法人在宅緩和ケア支援センター虹代表理事

永 池 京 子  社団法人日本看護協会常任理事

林  章  敏  聖路加国際

…

ケア科医長

樋 口 範 雄  東京大学大学院法学政治学研究科教授

宝 住  与 ―  社団法人日本医師会副会長

増 成  隆 士  筑波大学名誉教授

町  野  朔  上智大学大学院法学研究科教授

南     砂  読売新聞東京本社編集委員

山 本  保 博  日本救急医学会前代表理事            ―

ワ ッ ト 隆 子  あけぼの会会長

井 形  昭 弘  日本尊厳死協会理事長

土 屋  文 人  社団法人日本薬剤師会副会長

橋  本  操  日本ALS協会副会長

藤 田 敦 子  特定非営利活動法人千葉・在宅ケア市民ネットワークピュア代表

石 島 武 ―  聖ヨハネ会桜町病院名誉院長

福 永  秀 敏  国立病院機構南九州病院院長

○

☆

☆

☆

☆

☆

☆



平成 21年 12月 24日 (本 )

13:00-15:00

第 5回 終末期医療のあり方に関する懇談会

川島孝一郎 提出資料に関する 正誤表

資料 :「 生きることの集大成を支える相談支援ガイドライン」

修正点は、以下の3点でございます。

① :p2 誤)3.構成概念の書き換え(ナラティブアプローチを含む)

正)3.構成概念の書き換え

② :p34 図12の前に下記5行追カロ。

◎ 現在の緩和ケアの水準にあっては、原則的にはすべての患者は緩和される。
したがって生命維持治療を中止することなく緩和ケアを行えばよい。

◎ すでに意識が低下した患者においては苦痛を伴わないため、呼吸器を代表とす

る生命に直接影響する生命維持治療を中止する必要がない。なぜならすでに

緩和されているから。命を全うするまで待てばよい。

③ :p53 誤)下から4行 日「課程」

正)下から4行 日「過程」

以上でございます。



第 5回終末期医療のあり方に関する懇談会座席表
日時 :平成 21年 12月 24日 (木)13:00～ 15:00
場所 :中央合同庁舎 5号館 9階 省議室
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冒)i生きるここの集六成を支える
・共通言語を探す。それIき《生活‐機能》

□残された時
‐
間がわず檀 も:今もこ.こに

人は生毒をい者:生きることを支えよう。
死け生轟|た結棄講あ111目1的ではない。(り |1印

□共通轟籍を示篠。|それ     に
'関
係

する喜語ご樹書れIずならない6

□生活1機能:人が二1生きるここ10全体を示す
共通言語らすヤ 0人に関係する。

□ 大川弥生 :生活機能とは何か.東京大学出版会.2007
2
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what deFnctt the tnnsltion to end‐ of‖ね?
lotsuppma l巌:se dttnmOn dtheThe‐ levlden“ does n

i山瞼 :鰤emtt tOぉ end ofl詭 ortt hnsttons.End ofltt b
usually deFlned and‖ mited by the町 u:atov envlЮnment nther
than by the scientinc dab.A薇瑠りlatow dennliOn is a barierto

impDvinolcil腱●nd esearchたlating to end Of‖ feも End of‖fe

shol:d not be denned by a,pecmc ttme■ alme unless evidenoe

can,uppo■鴫liable脚鳴n∝甫ctthn、

終末期やその移行期に関して明確な定義を提供するエビデンスは存在しない。

昔12琴〒:ぉ諄幕こ菫鷲言‐憲τ:裏疑言ヨ彗喜‐嚢詈三li曽J:li[::。
饒1年百‐事跡蓄訴品:鱗覇:理8轟部纏罫誕犠憲R。

つまり・・・
NIH(Nationa::nstitutes of Hea:th)State‐Of口the‐Science Conference Statement

t巖織末‖tr=●するJこと自体に■■があ●2
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人工呼吸器勝延命医療 ?
胃鷹栄養勝延命医療 ?

違い春す r

①「翼籠  瑾も実体で勝島ιl春せた r

④ も00見富で変わる構成概念で寸
:こ勝限らない

む呼畷 :①A騰臓郭
―
を盤太けるだけ

②空気勝大気Eで議A③太気E騰地球郡作る
④呼啜勝地球こいら物体この糞同作業

〒OA=呼吸勝ホムこ辱啜器い う物体
この共同作業⇔配 が違うの?  18
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